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はじめに







(Dimidjian et al., 2011)｡
行動活性化の誕生は, 1960 年代後半から 1970 年
代にまでさかのぼることができる｡ Lewinsohn et
al. (1969) は, 反応に随伴する正の強化 (response





化が起きたと言われる (Kanter et al., 2009)｡ そ
の後, 行動活性化は純粋な行動的アプローチから,
Beck et al. (1979) の認知療法のような認知行動的








治療効果においても, 治療終了後 2 年後のフォロー
アップ時の再発予防効果についても, 3 群の間に有
意な差は認められなかった (Jacobson et al., 1996;




を示唆した (Martell et al., 2004)｡ これを契機と




2000 年代にはいると, Martell et al. (2001) に
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Contemporary trends and issues regarding behavioral activation for the treatment of depression
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Behavioral Activation (BA) is a structured brief psychotherapy for depression proposed by Martell et
al. (2001). It is an idiographic approach based on functional contextualism that has been shown to be an
effective and empirically validated treatment for depression. The purpose of the present study was to re-
view studies on BA, to examine the problematic aspects of these studies, and to discuss future directions
in BA research. The results of review suggest the following: 1) the component of BA that affects depres-
sion and social functioning remains unclear; 2) the difficulty of implementing BA for the treatment of de-
pression remains unknown; 3) the factors of coping with and preventing depression need to be examined;
4) the strength and combined effect on the interaction of antidepressant and depressive behaviors need to
be examined. Based on these results, we propose that further research is needed to provide more support-
ing evidence before BA can be practiced effectively.
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よる行動活性化 (behavioral activation) と Lejuez
et al. (2001) による短期行動活性化療法 (brief
behavioral activation treatment for depression)
という 2 つの行動活性化が誕生した｡ 現在, 行動活
性化には, Lewinsohn の初期のもの, 認知療
法に行動的技法として組み込まれたもの, 
Martell et al. (2001) による行動活性化, Lejuez
et al. (2001) による短期行動活性化療法, がある｡
本稿では特に現在行動活性化の主流となっている




Martell et al. (2001) が提唱した行動活性化を示
すものとする｡
行動活性化のエビデンス
Jacobson et al. (1996) の研究では, 治療条件に
よりアウトカム指標に有意差はみられなかった｡ し
かし, この研究では統制群が設定されていない｡ ま












した治療法として, Martell et al. (2001) によっ
て提唱された機能的文脈主義 (functional contex-
tualism) に基づいた新たなアプローチが採用され
た｡ 研究参加者は, 18 歳から 60 歳までの 241 名で
あり, 彼らは DSM-IV の大うつ病性障害の基準を
満たし, BDI-II において 20 点以上, そして, ハミ
ルトンうつ病評価尺度において 14 点以上の点数を
示していた｡ また, ハミルトンうつ病評価尺度を用
いて, 20 点以上の者は重症, 19 点以下のものは軽
症と判断された｡ 彼らは, ランダムに行動活性化,





も効果が大きいことが示された｡ さらに, 1 年後, 2
年後の再発率についても, 行動活性化と認知療法の
間に有意な差は認められないことが明らかになって
いる｡ また, 薬物療法と比較した場合, それを中止
すると行動活性化や認知療法を受けた場合よりも再
発率は高かった (Dobson et al., 2008)｡
McCauley et al. (2015) は, 思春期の抑うつに
対して行動活性化の効果を検討するため, 無作為化
比較試験を行った｡ その試験には, 12 歳から 18 歳







岡島ら (2011) によるメタアナリシスでは, 近年
のアプローチについて, 行動活性化と短期行動活性
化療法に分けて, 治療前後の抑うつ尺度の比較が行
われた｡ その結果, Martell et al. (2001) による
行動活性化については, 8 編の研究がメタアナリシ
スの対象となり, Cohen's d＝1.55±0.36 [95％ CI：
0.70－2.40] であった｡ なお, Lejuez et al. (2001)
の短期行動活性化療法については, 5 編の研究が対
象となり, Cohen's d＝1.77±0.31 [95％ CI：0.90－
2.64] であった｡ Cohen (1988) によると, d は 0.2







ており, 文脈 (context) の重要性を強調している
(Martell et al., 2001)｡ 文脈とは, 人と環境の間の










ことができる｡ このように, 行動活性化では, 文脈
の変化を最大限活用しようとする｡
また, 行動活性化は個性記述的 (idiographic)
でもある｡ Lewinsohn による行動活性化では, 多
くのクライエントにみられる典型的な快活動の欠損
を基に, 快活動に関する大まかな分類表である快活
動目録 (Pleasant Event Schedule; MacPhillamy &






個性記述的アプローチといえる (Martell et al.,
2004)｡
行動活性化の基礎理論は, 抑うつを行動理論の観
点から概念化した Ferster (1973) の影響を強く受







(Kanter et al., 2009)｡ また, 嫌悪的な状況を直接
的に避けるだけでなく, Martell et al. (2001) や
Martell et al. (2010) のアプローチでは, 反すう
(rumination) を回避行動の一部として取り扱って
いる｡ 反すうとは, 反復的､ 受動的に抑うつの原因
や症状､ 結果に焦点をあてる反応様式のことをいう
(Nolen-Hoeksema et al., 2008) ｡ 山本・坂井
(2013) や Moulds et al. (2007) は, 反すうが回避
機能を有している可能性を示唆している｡ これらの
研究では, 反すうに Ruminative Responses Scale
(RRS; Treynor et al., 2003), 回避に Cognitive-
Behavioral Avoidance Scale (CBAS; Ottenbreit &
Dobson, 2004) を用いて, これらの尺度間に r＝.43
～.47 の有意な相関関係が認められている｡ 反すう





et al., 2001)｡ また, 反すうと類似した認知過程で
ある心配に関する研究では, 心配している内容より
も, より嫌悪的な内容を避けるという ｢心配の回避
理論｣ (Borkovec et al., 1998) が提唱されている｡
山本・坂井 (2013) は反すうと心配の間に強い相関
関係 (r＝.67) を認めたことや心配と反すうの処理
過程は共通であるという知見 (Watkins et al.,

































1975; Harmon et al., 1980; O'Hara & Rehm, 1979;
Reaven & Peterson, 1985)｡





















強調, 問題解決, 感覚体験への注目, 目の前の課題
への再注意, 反すう思考からの気そらし, がある
(Martell et al., 2010)｡
回避行動を対象とした手続きは, 行動活性化アプ
ローチの中でも, Martell et al. (2001) による行
動活性化に特有のものである (Kanter et al., 2010)｡
行動活性化では, ｢TRAP と TRAC モデル｣ をク
ライエントに教える｡ TRAP と TRAC は, TRAP
が Trigger, Response, Avoidance Pattern のアク
ロニウムであり, TRAC が Trigger, Response,
Alternative Coping のアクロニウムである｡ これ
により, セラピストとクライエントがともに回避行
動の機能分析を行うことができるように支援してい








の強化へと方向づける (Bonow & Follette, 2009)｡




































認するための指標として Center for Epidemiologic
Studies Depression Scale (CES-D) や Self-rating







を測定する Behavioral Activation for Depression
Scale (BADS; Kanter et al., 2007；高垣ら, 2013)
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や Behavioral Activation for Depression Scale－
Short Form (BADS-SF; Manos et al., 2011；山
本ら, 2015), 報酬知覚を測定する Environmental
Reward Observation Scale (EROS; Armento &
Hopko, 2007；国里ら, 2011) や Reward Probabi-
lity Index (RPI; Carvalho et al., 2011；山本ら,
2014) がある｡
BADS (Kanter et al., 2007) は, 行動活性化に
関係する活性化と回避を測定するために作られた,
25 項目の尺度であり, ｢活性化 (Activation)｣,
｢回避と反すう (Avoidance/Rumination)｣, ｢仕事
や学校での機能障害 (Work/School Impairment)｣,
｢社会場面での機能障害 (Social Impairment)｣ と
いう 4 因子で構成される｡ 活性化と反すうを含む回
避行動だけではなく, その結果として生じる機能障
害を測定することができる (高垣ら, 2013)｡ しか
し, BADS は行動を測定しており, 直接行動によっ
て生じた報酬や気分を測定する尺度ではないが, 項
目の中にはこれらを測定する項目が含まれているこ
とが指摘されている (Manos et al., 2010)｡ 近年,
BADS の短縮版である BADS-SF が開発され, よ
り直接的に活性化を測定する尺度が開発された｡ こ
れは, ｢活性化 (Activation)｣ と ｢回避 (Avoi-
dance)｣ の 2 因子, 9 項目から構成される尺度であ
り, 1 週間に 1 回のセッションが標準的な行動活性
化においても継続的に評価していくことが可能な尺
度である｡ しかし, BADS-SF では ｢活性化｣ と
｢回避｣ の両方にクロスローディングしている項目
が存在しているという問題が存在する (Manos et









いる (Carvalho et al., 2011)｡ これらを改善した
尺度に RPI があり, ｢報酬可能性 (Reward Proba-
bility)｣ と ｢環境抑制 (Environmental Suppre-
ssors)｣ の 2 因子, 20 項目から構成される尺度で
ある｡ 報酬は, 報酬となる出来事の数, 報酬の利用
可能性, 報酬を得るためのソーシャルスキル, 嫌悪













Martell et al. (2001) による行動活性化は, 機
能的文脈主義を採用しており, 個性記述的なアプロー
チである｡ しかし, これまでに Lewinsohn et al.
(1969) によるものや Martell et al. (2001) の行動
活性化, Lejuez et al. (2001) の短期行動活性化療
法などの間で, 抑うつに及ぼす影響の差異について








る｡ 行動活性化では, 抗うつ行動を増加させ, 抑う
つ行動を減少させるために様々な技法が利用される｡














う｡ しかし, 先述のとおり, 行動活性化のどのよう














al., 2001; Martell et al., 2010)｡ しかし, セラピス
トにとって, 行動活性化が習得しやすいかは疑問で
ある｡ Dimidjian et al. (2008) によれば, 行動活
性化の治療期間は, 16週にわたって, 12-24セッショ
ン行われる｡ 最初の 8 週は週に 2 回, 残りの 8 週は






いえるかは不明であろう｡ また, Martell et al.
(2001) は, 特定の個人に作用する強化随伴性を明
らかにするために, 機能分析を強調している｡




Addis & Martell, 2004)｡ しかし, 高度なトレー
ニングを積んだ臨床家でさえも正確な機能分析は難
しいとされている (Hayes et al., 1996) ため, 抑
うつ的なクライエントがこのような要求の高い課題
に取り組むことは難しいと指摘するものもいる
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